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＜編集後記＞ 

この度、東京情報デザイン専門職大学『職業人教育研究』を刊行する運びとなり、ここに記念す

べき創刊号を発刊することができました。本誌は、専門学校、専門職大学を含めた職業人教育の充

実と向上にむけて、関係者の学術的、実践的な研究の成果をとりまとめるためのものです。 

東京情報デザイン専門職大学では、この研究領域を牽引し拡大させていくべく、中鉢良治学長か

ら、特に本創刊号への巻頭言を寄せて頂きました。また、「査読規程」に基づいて慎重な査読・審

査が行われた結果、創刊号では３篇の論文が採択されました。少数の論考ですが、開学一年を経て

ようやく刊行までこぎつけることができました。これも、ひとえに、（一財）滋慶教育科学研究所、

滋慶学園職員の方々のご理解とご協力の賜物と感謝いたします。今後、職業人教育に関心をお持ち

の皆さまにご高覧いただき、学内の職業人教育研究の成果を発表するとともにひろく投稿を受け入

れできるよう、工夫や改善を行い、研究紀要の充実を図って行きたいと存じます。どうぞ、率直な

ご意見やご指導を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

最後に、研究紀要創刊号の編集、刊行に御協力を頂いた多くの方々に、改めて感謝の意を表する

次第です。 

（編集委員長 吉本圭一） 
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